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　船山健吾さん・真緒さん夫妻（小国小坂町）は、「子どもと３人で何気ない時間を過ごしていると
きが一番幸せです。」と話し、息子の紘さんとの日々を笑顔で過ごしています。
　お二人は町内での暮らしについて「小国では、子どもが公園や広場などでのびのびと遊ぶことが
できたり、近所のかたが気軽に声をかけてくれたりと家族全員で過ごしやすい環境で生活できてい
ます。これからも色々な子育て支援制度なども活用しながら、子どもが健やかに成長できるよう２
人で見守っていきたいです。」とお話いただきました。



2

 
 
 
 

災災
害
に
害
に
備
ええ

　
　
　
　

    
    

被
害
を

被
害
を
防防
ぐぐ

～
安
全

・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
～

～
安
全

・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
～

　　
本
年
５
月
、
私
た
ち
の
命

本
年
５
月
、
私
た
ち
の
命

を
守
る
「
防
災
気
象
情
報
」

を
守
る
「
防
災
気
象
情
報
」

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

警
報
・
注
意
報
の
情
報
に
応

警
報
・
注
意
報
の
情
報
に
応

じ
て
「
レ
ベ
ル
」
が
つ
け
ら
れ
、

じ
て
「
レ
ベ
ル
」
が
つ
け
ら
れ
、

よ
り
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま

よ
り
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
中
、
先
月
、

し
た
。
こ
う
し
た
中
、
先
月
、

豪
雨
に
よ
り
防
災
気
象
情
報

豪
雨
に
よ
り
防
災
気
象
情
報

変
更
後
県
内
初
と
な
る
レ
ベ

変
更
後
県
内
初
と
な
る
レ
ベ

ル
４
土
砂
災
害
危
険
警
報
が

ル
４
土
砂
災
害
危
険
警
報
が

本
町
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
月
は
、
警
報
発
表
後
の

　
今
月
は
、
警
報
発
表
後
の

対
応
状
況
な
ど
と
と
も
に
、

対
応
状
況
な
ど
と
と
も
に
、

地
域
を
守
る
存
在
で
あ
る
消

地
域
を
守
る
存
在
で
あ
る
消

防
団
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介

防
団
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介

し
な
が
ら
、
町
全
体
に
お
け

し
な
が
ら
、
町
全
体
に
お
け

る
災
害
へ
の
備
え
や
、
安
心
・

る
災
害
へ
の
備
え
や
、
安
心
・

安
全
な
く
ら
し
を
支
え
る
防

安
全
な
く
ら
し
を
支
え
る
防

災
の
取
組
み
の
あ
り
方
に
つ

災
の
取
組
み
の
あ
り
方
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

い
て
考
え
ま
す
。



3

2026.9広報おぐに

特集　災害に備え被害を防ぐ　～安全・安心なまちづくりを進めるために～特集　災害に備え被害を防ぐ　～安全・安心なまちづくりを進めるために～

新
た
な

　
　
防
災
気
象
情
報

　

７
月
26
日
、
本
町
で
は
１
日

で
１
６
９
ミ
リ
の
降
水
量
を
観

測
し
、
記
録
的
な
大
雨
と
な
り

ま
し
た
。
午
前
５
時
７
分
に
レ

ベ
ル
４
土
砂
災
害
危
険
警
報
が
、

防
災
気
象
情
報
の
変
更
後
に
山

形
県
内
で
初
め
て
発
表
さ
れ
、

10
時
５
分
に
一
時
レ
ベ
ル
２
土

砂
災
害
注
意
報
と
な
っ
た
も
の

の
、
13
時
７
分
に
再
び
レ
ベ
ル

４
土
砂
災
害
危
険
警
報
が
発
表

さ
れ
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
や
安
全
を

守
る
う
え
で
、
欠
か
せ
な
い
「
防

災
気
象
情
報
」。
メ
デ
ィ
ア
な
ど

で
よ
く
目
に
し
た
り
、
耳
に
し

た
り
し
ま
す
が
、
本
年
５
月
に

気
象
庁
で
は
、
防
災
気
象
情
報

の
内
容
を
変
更
し
ま
し
た
。
そ

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
れ
ま
で
の

警
報
・
注
意
報
の
情
報
名
に
１

か
ら
５
ま
で
の
「
レ
ベ
ル
」
が

付
記
さ
れ
、
避
難
判
断
の
目
安

が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
や
、
危

険
な
場
所
か
ら
避
難
す
る
こ
と

が
必
要
な
状
況
で
あ
る
レ
ベ
ル

４
相
当
の
情
報
の
「
危
険
警
報
」

と
し
て
発
表
さ
れ
る
点
な
ど
で

す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
複

雑
で
わ
か
り
に
く
か
っ
た
防
災

気
象
情
報
が
、
レ
ベ
ル
で
確
認

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
住
民
の

避
難
行
動
に
直
結
す
る
レ
ベ
ル

が
す
ぐ
に
わ
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

本
町
に
県
内
初

　
レ
ベ
ル
４
の
発
令

新たな防災気象情報のレベル

（出典）気象庁ホームぺージ（新たな防災気象情報について（令和８年～））を加工して作成

▲道路への土砂流入が残る豪雨時の国道 113 号線
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命の危険
直ちに安全確保！

危険な場所から
全員避難

危険な場所から
高齢者等は避難

自らの避難行動を
確認する

災害への心構えを
高める

＜住民がとるべき行動＞

※警戒レベル５は、すでに安全な避難ができず命が危険な状況であると定義している。
　避難を行う場合は、警戒レベル４の段階で避難を行うものとされている。
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て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
よ

う
な
豪
雨
も
大
き
な
恐
怖
感
を

持
っ
て
お
り
、
不
安
な
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
消

防
団
が
率
先
し
て
地
域
の
状
況

を
確
認
し
、
安
全
を
守
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
私
は
羽
越
水
害
が
発
生

し
た
昭
和
42
年
に
生
ま
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
水
害
に
つ
い
て
は

強
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。
過
去

の
被
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
も
、
消
防
団
と
し
て
引
き
続

き
地
域
を
守
る
活
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。」
と
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宇
津
木
和
人
第
８
分

団
長
は
、「
私
た
ち
第
８
分
団
で

は
、
こ
れ
ま
で
も
災
害
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、

自
主
的
・
積
極
的
に
地
区
内
の

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
大
雨
に
際
し

て
も
、
団
員
か
ら
パ
ト
ロ
ー
ル

実
施
の
申
し
出
を
受
け
、
そ
れ

を
許
可
し
た
上
で
、
２
人
１
組

で
白
沼
地
区
、
叶
水
地
区
に
お

が
小
国
町
消
防
団
で
す
。
７
月

26
日
に
お
い
て
も
、
町
内
各
分

団
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
須
貝
篤
志
第
５
分
団
長

は
「
第
５
分
団
で
は
、
町
か
ら

降
り
続
い
た
雨
に
よ
り
川
が
増

水
し
、
小
渡
地
区
の
水
位
が
上

昇
し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
、

団
員
に
よ
る
水
位
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
継
続
し
て
行
い
ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
は
川
の
上
流
地
域

も
行
い
、
水
位
の
状
況
を
何
度

も
確
認
し
ま
し
た
。
以
前
、
尻

無
沢
地
区
の
戸
沢
橋
の
崩
落
や
、

令
和
４
年
８
月
豪
雨
を
経
験
し

を
進
め
て
お
り
、
人
的
被
害
を

発
生
さ
せ
な
い
速
や
か
な
体
制

構
築
や
、
今
後
に
向
け
た
情
報

収
集
及
び
発
信
の
課
題
等
を
洗

い
出
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
状

況
に
応
じ
て
対
応
で
き
る
よ
う

に
備
え
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
豪
雨
な
ど
の
災
害
に

お
い
て
は
、
「
公
助
」
に
よ
る
町

の
対
応
だ
け
で
は
難
し
い
場
合

も
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

に
欠
か
せ
な
い
の
が
「
共
助
」
、

す
な
わ
ち
地
域
の
力
で
す
。
今

回
の
場
合
で
は
、
危
険
な
場
所

に
い
る
人
は
全
員
避
難
を
行
う

段
階
で
あ
る
レ
ベ
ル
４
の
気
象

情
報
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

地
域
の
か
た
の
知
識
や
経
験
な

ど
を
も
と
に
、
地
域
内
の
危
険

な
箇
所
な
ど
を
把
握
し
、
と
も

に
手
を
取
り
合
っ
て
対
応
す
る

こ
と
も
重
要
と
い
え
ま
す
。
そ

の
際
、
大
き
な
役
割
を
担
う
の

欠
か
せ
な
い

　
　
　「
地
域
の
力
」

▲須貝篤志第５分団長

町
で
は
、
こ
の
経
過
を
踏
ま
え
、

段
階
的
に
旧
北
部
小
中
学
校
、

旧
沖
庭
小
学
校
、
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
、
小
国
町
役
場
の
４
つ

の
避
難
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
緊
急
の
災
害
対
策
連
絡

会
議
を
随
時
開
催
し
、
速
や
か

な
情
報
収
集
と
避
難
所
な
ど
の

情
報
発
信
、
被
害
状
況
の
把
握

な
ど
に
努
め
ま
し
た
。
短
時
間

で
多
量
の
雨
が
降
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
小
渡
地
区
に
設
置
さ
れ

て
い
る
荒
川
の
観
測
地
で
氾
濫

危
険
水
位
を
超
え
、
一
部
の
地

区
で
増
水
に
よ
り
農
地
、
橋
梁

な
ど
の
被
害
報
告
が
あ
っ
た
ほ

か
、
国
道
１
１
３
号
の
飯
豊
町

側
に
お
い
て
土
砂
が
路
面
に
流

出
し
た
こ
と
に
よ
り
通
行
止
め

が
発
生
し
、
一
時
南
陽
市
方
面

へ
の
移
動
が
制
限
さ
れ
る
な
ど

の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、

今
回
の
豪
雨
に
よ
る
人
的
被
害

は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

町
は
、
今
回
の
レ
ベ
ル
４
土
砂

災
害
危
険
警
報
発
表
へ
の
対
応

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
証
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災
害
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
し
、
発
生
を
防
ぐ
こ

と
は
難
し
い
点
も
多
い
で
す
が
、

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

こ
と
は
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
情
報
を
正
確
に
把
握
し
、

状
況
に
応
じ
て
、
速
や
か
に
、

そ
し
て
適
切
に
対
応
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で

は
、
年
に
一
度
の
総
合
防
災
訓

練
の
実
施
に
加
え
、
今
年
度
に

お
い
て
は
、
中
小
河
川
の
洪
水

浸
水
想
定
区
域
お
よ
び
、
本
年

５
月
に
行
わ
れ
た
気
象
情
報
の

改
正
等
を
反
映
し
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
避
難
所
等
で
の
飲
料
水

や
非
常
食
、
紙
お
む
つ
な
ど
の

備
蓄
品
の
計
画
的
な
更
新
配
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆

さ
ま
も
、
災
害
発
生
の
可
能
性

が
あ
る
場
合
な
ど
に
は
、
町
や

災
害
意
識
の
醸
成
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
展
開
し
ま

し
た
。
私
た
ち
は
、
災
害
に
よ

る
被
害
を
発
生
さ
せ
な
い
、
発

生
し
た
場
合
も
最
小
限
に
と
ど

め
る
こ
と
を
日
々
念
頭
に
お
い

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
町
民
の

か
た
へ
は
、
消
防
団
が
パ
ト
ロ

ー
ル
や
避
難
の
声
が
け
な
ど
を

行
っ
て
い
る
際
は
、
危
険
が
す

ぐ
近
く
ま
で
来
て
い
る
と
い
う

危
機
感
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、

早
め
早
め
の
行
動
を
と
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」
と
、

災
害
に
事
前
に
備
え
る
消
防
団

の
活
動
と
、
町
民
に
向
け
て
の

▲消防演習での消防団の活動の様子

災
害
に
備
え
る

　
　
　
体
制
づ
く
り

防災情報は
町公式 LINE でも
発信しています

@shiroimori_oguni

山形県小国町

@shiroimori_oguni▲災害への備えには防災マップ（ハザードマップ）もご活用ください

県
な
ど
の
行
政
が
発
信
す
る
防

災
無
線
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
そ

し
て
新
た
な
防
災
気
象
情
報
に

つ
い
て
も
確
認
い
た
だ
き
、
引

き
続
き
、
災
害
に
備
え
る
た
め

の
適
切
な
対
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　令和８年度全国高等学校総合体育大会近畿総体に出場
した高校生３人、第50回全日本高校ボウリング選手権大
会に出場した高校生１人、第45回全日本クラブ卓球選手
権大会に出場する中学生１人、全日本女子学童軟式野球
大会に出場した小学生１人に、大会に先立ち７月22日に
激励金交付式を行い、町長などから激励金を交付しまし
た。選手からは「持っている力を全て出し切りたい」と
力強い意気込みが述べられました。

全国大会出場激励金交付式全国大会出場激励金交付式

小国から全国へはばたく小国から全国へはばたく

おぐに夏まつり・町民花火大会おぐに夏まつり・町民花火大会

小国の夜空に花火が舞い上がる小国の夜空に花火が舞い上がる

第62回小国町戦没者追悼式第 62 回小国町戦没者追悼式

平和な世界を願う平和な世界を願う

　８月６日、第62回小国町戦没者追悼式が、健康

管理センターで挙行され、参列した遺族や関係者

が、本町の戦没者の御霊に哀悼の意を捧げました。

　式では小国中学校３年の塩川奈々江さんから

「戦争という悲劇を繰り返さないために、これから

は視野を広げ、もっと世界に目を向け、今まで知

らなかった問題も知っていかなければならないと

思っています。世界に関心を持つことが解決の糸

口に結びつけられるかもしれないと強く感じてい

ます。」と平和を願うメッセージを朗読しました。

　白い森イベント実行委員会（鈴木正昭会長）が

主催するおぐに夏まつり・町民花火大会が８月９

日、小国中学校グラウンドを会場に開催されまし

た。

　会場には飲食店の出店や子ども縁日などが数多

く並び、賑わいをみせていました。

　花火大会では、小国の夜空に色とりどりの花火

が、ドンという大きな音とともに舞い上がり、大

勢の観客から歓声があがっていました。

　

▲塩川奈々江さんによる平和を願うメッセージの朗読

出場選手（競技名　選手名（学年）・所属）
■バレーボール女子　遠藤風吹さん（３年）・船山瑠莉さん（1年）・米沢中央高校
■卓球女子団体　渡邉紗也さん（３年）・山形城北高校
■ボウリング　保科柾斗さん（２年）・創学館高校
■卓球女子団体　伊藤咲喜さん（１年）・小国中学校
■軟式野球　渡部智奈美さん（６年）・小国小学校

写真左から：伊藤咲喜さん／船山瑠莉さん
　　　　　　　　　　　　　　　／遠藤風吹さん／渡部智奈美さん
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北東部納涼盆踊り祭 2026北東部納涼盆踊り祭 2026

地域とともに祭りを楽しむ地域とともに祭りを楽しむ

Yui 夏祭り 2026 開催Yui 夏祭り 2026 開催

踊りと活気で町を彩る踊りと活気で町を彩る

　小国町まちづくりパートナーシップモデル事業を

きっかけに結成された北東部コミュニティ睦が主催

する「北東部地区納涼盆踊り祭2026」が８月11日

に大宮子易両神社を会場として開催されました。

　会場では、神社社殿内でのクリスタルボウルを

使った演奏や、射的などの縁日、飲食物の販売など

が行われ、数多くのかたが来場していました。

　盆踊りでは、盆踊り保存会のかたとともに、一つ

の輪になり思い思いに踊りを楽しむなど大きな盛り

上がりをみせていました。

　おぐにスポーツクラブYui（舟山孝夫代表）が主

催するYui夏祭り2026が８月21日、小国町多目的

屋内運動場あいべで開催されました。

　当日は、飲食物や縁日の出店のほか、吹奏楽やけ

ん玉などのステージイベントや、今回から「すいか

の種飛ばし大会」も行われ、多くの子どもたちが参

加していました。

　盆踊りでは、小国音頭に合わせた踊りも行われ、

参加したかたは、懐かしんだり笑顔をみせたりしな

がらにぎやかに楽しんでいました。

▲輪になり盆踊りを楽しむ

第 78 回小国町成人式第 78 回小国町成人式

成長をともに喜び、新たな一歩へ成長をともに喜び、新たな一歩へ

　８月14日、第78回小国町成人式が白い森ショッ

ピングセンターアスモで開催され、新成人37人が

参列しました。

　成人者代表あいさつとして、遠藤凪咲さん（岩井

沢）が「いつかはこの小国町に恩返しができるよう

な人になりたいです」と成人の誓いを読み上げまし

た。

　会場では、久々に顔を合わせた仲間同士で再会を

喜んだり、昔の思い出を懐かしんだりしながら、自

身の成長を実感している様子がみられました。

▲「すいかの種飛ばし大会」の様子
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　「これからもよろしくお願いします」

　地域おこし協力隊　宮﨑　陸

　お盆が終わり、日が落ちるのも早くなったなと感じ

ます。小国町が涼しくなるのはお盆が終わってから

というイメージがありますが、やはりその通りだなと

思っているところです。これから秋が来て、カメムシ

に困り、冬が来て寒さを感じるという季節の流れを感

じます。

　先月末をもって地域おこし協力隊を退任しました

が、退任後も引き続き、小国町に残ることとしました。

ＳＮＳを使って小国町の魅力を発信し続けようと思

います。

　これからもよろしくお願いします！

　「今後ともよろしくお願いします」

　地域おこし協力隊　中村　史龍

　就職をする前の体験期間のつもりで入った協力

隊ですが、周りのかたにも恵まれて先月末までの任

期後も小国に残ることにしました。

　今後は、個人の旅行会社を開業し、町外からのお

客さまを小国に呼ぶことができたらと考えていま

す。ツアーのアイデアや情報があるかたは教えてい

ただけるとありがたいです。

　３年間大変お世話になりました。また、今後とも

どうぞよろしくお願いいたします。

地域おこし協力隊活動報告会が行われました

　８月４日、地域おこし協力隊活動報告会が小国町役場において行われ、任期が先月末で終了した　８月４日、地域おこし協力隊活動報告会が小国町役場において行われ、任期が先月末で終了した
宮﨑陸隊員（森林活用部門）および中村史龍隊員（高校魅力化部門）から、3 年間の活動と今後の宮﨑陸隊員（森林活用部門）および中村史龍隊員（高校魅力化部門）から、3 年間の活動と今後の
進路について報告がありました。進路について報告がありました。
　2 人は、それぞれの道で小国で生活することを決め、そのいきさつなどについても話がありました。　2 人は、それぞれの道で小国で生活することを決め、そのいきさつなどについても話がありました。
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ただいまオープン準備中！ただいまオープン準備中！
「白い森おぐに総合文化センター　「白い森おぐに総合文化センター　六六

り っ かり っ か

花花」」
　「白い森おぐに総合文化センター　六花」は、現在建設工事が一段落し、今後は 11 月上旬の　「白い森おぐに総合文化センター　六花」は、現在建設工事が一段落し、今後は 11 月上旬の
正式オープンにむけて、本の引越や物品搬入などを進めていくこととなります。準備作業の状況正式オープンにむけて、本の引越や物品搬入などを進めていくこととなります。準備作業の状況
に応じて、下記のとおりイベント等を計画しておりますのでお知らせします。に応じて、下記のとおりイベント等を計画しておりますのでお知らせします。
　また、近くにお住まいのかたがたや、近隣施設を利用される皆さまには、これまで多大なご理　また、近くにお住まいのかたがたや、近隣施設を利用される皆さまには、これまで多大なご理
解とご配慮をいただき、大変ありがとうございました。解とご配慮をいただき、大変ありがとうございました。

【10月中　内覧会・プレオープン（予定）】

■対象者　どなたでも来場いただけます。

■その他　詳細はあらためて、チラシや公式LINEなどでお知らせします。

【11月２日㈪　竣工記念式典】

■対象者　招待者のみ

■その他　終了後は「文化の日記念式典」が予定されています。

【11月７日㈯　オープニングイベント】

■対象者　どなたでも来場いただけますが、ステージイベントは事前申込となります。

■内　容　ステージイベント、ミニマルシェ、キッチンカーなど

　　　　　なお当日は、「子どもの日まつり」が同時開催されます。

■その他　詳細はあらためて、チラシや公式LINEなどでお伝えします。

■問合先　総務企画課次期総合センター建設推進担当（☎62-2264）へ

結婚祝金贈呈式が行われました
　８月３日、結婚祝金贈呈式が行われ、申請第１号として、
７月 27 日に本町へ婚姻届を提出された佐藤克典さん・実
紗子さんに対し、町長から目録が手渡さました。
　佐藤さんは「ありがたい制度だと思います。こうした
制度を町で行っていることを多くのかたに知ってもらい、
もっと小国で暮らす人が増えてくれたら嬉しいです。」と
話してくださりました。
　町では本年度から少子化対策の一つとして「白い森幸せ
応援パッケージ」を進めており、町独自の支援金制度など
を通じ、町民が幸せを実感できる町を目指しています。
　今回の結婚祝金は、いずれかが町内に住んでいることな
どの条件を満たした夫婦に対し、１組 10 万円を贈呈する
こととしています。
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知るから始めよう、認知症のこと　知るから始めよう、認知症のこと　
～認知症サポーター養成講座＆認知機能検査体験会を開催します～～認知症サポーター養成講座＆認知機能検査体験会を開催します～

　９月は認知症基本法で定められた認知症月間です。　９月は認知症基本法で定められた認知症月間です。
　認知症は、誰にでも起こりうる身近な病気。だからこそ、ご自身の認知機能の変化に早く気づき、　認知症は、誰にでも起こりうる身近な病気。だからこそ、ご自身の認知機能の変化に早く気づき、
適切な対策や治療につなげることがとても大切です。適切な対策や治療につなげることがとても大切です。
　今回、認知症への理解を深める『認知症サポーター養成講座』と、実際の運転免許証更新時に　今回、認知症への理解を深める『認知症サポーター養成講座』と、実際の運転免許証更新時に
も利用されている『認知機能検査の体験会』を開催します。も利用されている『認知機能検査の体験会』を開催します。
　「最近、少し物忘れが気になる」「検査ってどんなことをするの？」というご自身のチェックは　「最近、少し物忘れが気になる」「検査ってどんなことをするの？」というご自身のチェックは
もちろん、「いざという時の正しい接し方を知りたい」というかたにもおすすめの内容です。もちろん、「いざという時の正しい接し方を知りたい」というかたにもおすすめの内容です。
　皆さまのご参加をお待ちしております。　皆さまのご参加をお待ちしております。
【認知症サポーター養成講座】【認知症サポーター養成講座】
■日　時　■日　時　９月17日㈭　10時～９月17日㈭　10時～
■場　所　■場　所　健康管理センター　風のホール健康管理センター　風のホール
■内　容　■内　容　認知症の正しい理解と接し方についての講話認知症の正しい理解と接し方についての講話
■その他　■その他　参加は無料です。参加ご希望のかたは、下記担当までお申込ください。参加は無料です。参加ご希望のかたは、下記担当までお申込ください。

【認知機能検査体験会】【認知機能検査体験会】
■日　時　■日　時　９月14日㈪～18日㈮９月14日㈪～18日㈮
■場　所■場　所　健康管理センター　　　健康管理センター　　
■内　容■内　容　アプリを活用した認知機能検査の体験（１回の検査に20～ 25分程度かかります）　アプリを活用した認知機能検査の体験（１回の検査に20～ 25分程度かかります）
■その他　■その他　上記期間中、いつでも体験できますが、検査機器の台数に限りがありますので、体験上記期間中、いつでも体験できますが、検査機器の台数に限りがありますので、体験
　　　　　希望のかたは、事前に下記の問合先までご連絡いただけるとスムーズです。　　　　　希望のかたは、事前に下記の問合先までご連絡いただけるとスムーズです。
■問合先　■問合先　健康福祉課地域包括支援センター（☎61-1001）へ健康福祉課地域包括支援センター（☎61-1001）へ

令和９年度「つや姫」「雪若丸」「ゆきまんてん」生産者組織の募集令和９年度「つや姫」「雪若丸」「ゆきまんてん」生産者組織の募集
 県および町では、令和９年度「つや姫」「雪若丸」「ゆきまんてん」生産者組織を募集しています。
■申請手続
　つや姫:生産者組織（ＪＡ、米集組合、法人などの集団）または農業者個人が町を通して申請
　　　　　　【提出先：農林振興課農政農村担当】
　雪若丸・ゆきまんてん：生産者組織（ＪＡ、米集組合、法人、３戸以上の農業者組織など）で申請　　　
　　　　　　【提出先：西置賜農業技術普及課】
■募集期間　９月11日㈮まで
■そ の 他　水稲作付面積や栽培方法等の要件があります。令和８年度に認定・登録されているかた（組織）
　　　　　　も申請が必要です。
■問 合 先　農林振興課農林振興室（☎62-2408）へ　

不動産を登記したら、かならず相続登記！不動産を登記したら、かならず相続登記！
　相続登記は、令和６年４月１日から義務化されています。　相続登記は、令和６年４月１日から義務化されています。
　相続により不動産を取得した相続人は、不動産を相続したことを知った日から３年以内（義務　相続により不動産を取得した相続人は、不動産を相続したことを知った日から３年以内（義務
化前に知った場合は令和９年３月 31 日まで）に相続登記を行う必要があります。化前に知った場合は令和９年３月 31 日まで）に相続登記を行う必要があります。
　正当な理由なく義務に違反した場合、10 万円以下の過料が科される場合があります。　正当な理由なく義務に違反した場合、10 万円以下の過料が科される場合があります。
　なお、令和９年３月 31 日まで、不動産の価額が 100 万円以下の土地の相続登記などに対する　なお、令和９年３月 31 日まで、不動産の価額が 100 万円以下の土地の相続登記などに対する
免税措置があります。免税措置があります。
　詳しくは、法務省ホームページをご覧の上、早めの相続登記をお願いします。　詳しくは、法務省ホームページをご覧の上、早めの相続登記をお願いします。
■問合先　■問合先　山形地方法務局米沢支局（☎0238-22-2148）へ山形地方法務局米沢支局（☎0238-22-2148）へ
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モンテディオ山形「０-60 コミュニティ」参加者募集モンテディオ山形「０-60 コミュニティ」参加者募集
【１回目】

■日　時　10月１日㈭　10時～11時 30分
■場　所　健康管理センター

【２回目】
■日　時　10月 21日㈬　10時～11時 30分
■場　所　山形県総合運動公園
■その他　声磨きトレーニング終了後、モンテディオ山形の試合を観戦（13時試合開始）します。
　　　　　※送迎バスを準備します。（健康管理センター発着）

【１回目・２回目共通】
■対　象　町内在住の60歳以上のかた
■内　容　声磨きトレーニング（声を出す力や飲み込む力の維持・向上、誤嚥予防や口腔機能の活性化）
■申込期間　９月３日㈭～９月30日㈬
■参加費　無料　※試合観戦時の観戦チケットは参加されるかたにお渡しします。
■問合先　健康福祉課地域包括支援センター（☎61-1001）へ健康福祉課地域包括支援センター（☎61-1001）へ

猫の避妊手術費補助金のご案内猫の避妊手術費補助金のご案内
　町では、飼い主のいない猫の増加を防止し、生活環境の向上を図るため、町内に生息する飼い　町では、飼い主のいない猫の増加を防止し、生活環境の向上を図るため、町内に生息する飼い
主のいない猫または多頭飼育猫の避妊（不妊・去勢）手術に要する費用に対し補助金を交付します。主のいない猫または多頭飼育猫の避妊（不妊・去勢）手術に要する費用に対し補助金を交付します。
手術実施前に町民課に電話にてご相談ください。　手術実施前に町民課に電話にてご相談ください。　
■補助対象者　
　町内に住所のあるかた、または町内に事務所若しくは住所を有する団体で、令和８年度中に市
内に生息する飼い主のいない猫または多頭飼育猫に対し、動物病院で避妊手術を受けるかた
■補 助 額　雌１匹につき上限10,000円　雄１匹につき上限5,000円
■申請方法　手術実施前に事前協議書を提出してください。手術実施後は補助金申請書兼実績　
　　　　　報告書を避妊手術に要した費用の領収書を添えて提出してください。
■そ の 他　必要書類等の詳細については、町ホームページをご覧ください。
■問 合 先　町民課町民生活担当（☎62-2261）へ

第 36 回排水設備工事責任技術者試験のご案内第 36 回排水設備工事責任技術者試験のご案内
■日時　11月８日㈰　受付：12時 30分　集合着席：13時　試験：13時 30分
■場所　協同の杜JA研修所（山形市）
■申込期間　９月17日㈭まで
■その他　講習会は開催せず、資料送付（希望者のみ）による自習方式となります。
■申込・問合先　地域整備課水道業務担当（☎62-2431）へ

▼詳しくはこちら

【
随
時
募
集
】

【
随
時
募
集
】

  

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

■
募
集
職
種

　

福
祉
職
（
介
護
士
）

　
※
交
替
勤
務
制
に
よ
る
夜

間
勤
務
・
休
日
勤
務
等
あ
り

■
任
用
期
間　

　

任
用
の
日

　
　
　

～
令
和
９
年
３
月
31
日

■
提
出
書
類

　
申
込
書

■
申
込
書
配
布
場
所　

　

役
場
・
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
等
で
配
布
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

■
選
考
方
法

　
書
類
選
考
及
び
面
接
試
験

■
試
験
日

　
申
込
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　
募
集
人
数
に
達
す
る
ま
で

　
　
　
　
　

毎
月
15
日
〆
切

■
問
合
先

　
総
務
企
画
課
行
政
管
理
担
当

（
☎
62-

２
１
１
２
）
へ



コーナー

知 ら せ
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お
知
ら
せ

①
小
坂
町
団
地

　

３
Ｄ
Ｋ　

４
戸

　
　
　
　
　
　

（
３
階
、
４
階
）

◎
対
象　

世
帯
状
況
に
応
じ
た
所
得
制
限
あ
り

◎
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

◎
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

◎
募
集
期
限　

９
月
10
日
㈭

◎
入
居
時
期　

10
月
上
旬
以
降

◎
問
合
先　

地
域
整
備
課
建
設
管

理
担
当
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

保
育
士
と
し
て
再
就
職
を
考
え

て
い
る
か
た
、
保
育
の
仕
事
に
興

味
の
あ
る
か
た
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

９
月
29
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

■
場
所　

ア
ク
テ
ィ
ー
米
沢

■
内
容　

　

①
講
演
「
保
育
の
今
を
お
伝
え

し
ま
す
～ 

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

の
な
か
で
す
ご
す
一
日
～
」

　

②
実
技
「
遊
び
を
体
験
し
よ

う
！
」

　

③
ミ
ニ
面
談
会

■
参
加
費　

無
料

■
対
象　

　

保
育
の
お
仕
事
に
興
味
の
あ
る

か
た

　

保
育
士
と
し
て
就
職
（
再
就
職
）

を
考
え
て
い
る
か
た

■
申
込
・
問
合
先　

山
形
県
福

祉
人
財
セ
ン
タ
ー
（
山
形
県
社

会
福
祉
協
議
会
）（
☎
０
２
３-

６
３
３-

７
７
３
９
）
へ

『
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
』

　
　
　

に
よ
る
結
婚
相
談
会

保
育
の
お
仕
事
就
職
・
再
就
職

　
　
　
　
　
　

応
援
セ
ミ
ナ
ー

■
日
時　

10
月
10
日
㈯　
　
　
　

　
　
　
　
　

13
時
～
16
時
45
分

■
場
所　

や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
置
賜
支
所
（
米
沢
市
）

■
対
象　

結
婚
を
希
望
す
る
か
た

ま
た
は
そ
の
ご
家
族
（
予
約
制
）

■
内
容　

婚
活
の
仕
方
、
お
見
合

い
相
手
の
紹
介
な
ど
の
個
別
相
談

■
そ
の
他　

県
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
仲
人
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た

い
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た

い
」
で
検
索
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

や
ま
が
た
ハ
ッ

ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
３
‐
６
８
７
‐
１
９
７
２
）

へ

置
賜
地
区
家
庭
教
育

　
　
　
　

支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

■
日
時　

９
月
25
日
㈮　
　
　
　

　
　
　

13
時
50
分
～
16
時
10
分

■
場
所　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

■
対
象　

家
庭
教
育
に
関
心
の
あ

る
か
た
ど
な
た
で
も

■
内
容　

　

講
演
「
子
ど
も
に
伝
わ
る
ほ
め

方
・
叱
り
方
」

　

講
師　

島
谷
留
美
氏
（
親
子
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
）

■
費
用　

無
料

■
申
込　

記
載
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
お
申
込
く
だ
さ
い

　

※
参
加
者
に
は
後
日
Ｉ
Ｄ
と
パ

ス
ワ
ー
ド
を
送
付
し
ま
す

■
申
込
期
限　

９
月
15
日
㈫

■
問
合
先　

置
賜
教
育
事
務
所
社

会
教
育
課
（
☎
０
２
３
８-

88-

８
２
４
２
）
へ

お
き
た
ま
こ
ど
も
芸
術
祭
２
０
２
６

　

舞
台
芸
術
部
門
開
催
の
お
知
ら
せ

　

置
賜
各
地
で
伝
統
芸
能
な
ど
の

文
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

ど
も
た
ち
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
ま
す
。
舞
台
上
で
の
、

こ
ど
も
た
ち
の
一
生
懸
命
な
姿
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広
告

（または 03-5321-8656）

【ご相談・お問い合わせは】
教育ローンコールセンター

月～金曜日／9：00～19：00
※土曜日、日曜日、祝日、年末年始（12/31〜1/3）はご利用いただけません。 
受付時間

あなたの“未来”応 援します! ご融資額350万円以内
（お子さま１人あたり）

ご融資額350万円以内
（お子さま１人あたり）

40年以上の
取扱実績!

固定金利・
長期返済が可能!

ご入学前のまとまった
費用の準備が可能！

■
日
時　

10
月
24
日
㈯

　
　

13
時
開
場　

13
時
30
分
開
演

■
場
所　

　

高
畠
町
文
化
ホ
ー
ル
ま
ほ
ら

■
出
演
団
体　

　

お
ぐ
に
白
い
森
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ
キ
ッ

ズ
ダ
ン
ス
（
小
国
町
）、
伝
国
の

杜
こ
ど
も
狂
言
ク
ラ
ブ
（
米
沢

市
）、
そ
ら
い
ろ
こ
ど
も
合
唱
団

（
長
井
市
）、
ハ
ー
モ
ニ
ー
ダ
ン

ス
ス
タ
ジ
オ
（
南
陽
市
）
ほ
か

■
入
場
料　

無
料

■
問
合
先　

置
賜
文
化
フ
ォ
ー

ラ

ム
（

☎

０

２

３

８-

26-

６
０
２
１
）
へ
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令和８年９月３０日（水）までとなります。 

◆１０月１日よりオーカードポイントは無効となりますのでご注意ください。◆ 

●オーカードポイントの有効期限は、 

オーカード加盟店から、町民の皆様にご連絡です。 

●白い森おぐに共通商品券の有効期限は、 

令和８年１２月３１日（木）までとなります。 

◆白い森おぐに共通商品券のお買い求めは９月３０日（水）まで可能です。◆ 

広
告

やまがたフラワーフェスティバル2026の開催についてやまがたフラワーフェスティバル2026の開催について
　品評会に出品された県産の高品質な花きの販売会のほか、フラワーアレンジメント体験や寄せ植え教
室などのイベントを開催いたします（入場無料）。来場者プレゼントも用意しておりますので、お誘いあ
わせのうえ、ぜひご来場ください。
■日　時　10月 10日㈯　10時～16時
■場　所　交流プラザ蔵楽（南陽市宮内1004-１）
■内　容　
　10時～　品評会出品物の展示・販売（※販売品の引き渡しは11時～）
　　　　　来場者プレゼント（先着100人）・フラワーアート巡りプレゼント
　10時 10分～ 12時　かんたんフラワーアレンジメント体験（参加費無料）
　13時～15時　キッズ寄せ植え体験教室（参加費無料）
■その他　「かんたんフラワーアレンジメント体験」、「キッズ寄せ植え体験教室」については、
　　　　　９月27日㈰までに事前の申込が必要となります。
■申込・問合先　やまがたフラワーフェスティバル2026実行委員会事務局
　　　　　　　　（山形県農林水産部園芸大国推進課）（☎023-630-2458）へ　

無料調停相談会開催のお知らせ無料調停相談会開催のお知らせ
　あなたに平穏な生活をとり戻してい　あなたに平穏な生活をとり戻してい
ただくため、調停員が下記のお悩みをただくため、調停員が下記のお悩みを
個別に聴き取り、調停を進めていくた個別に聴き取り、調停を進めていくた
めの具体的な方法をご説明します。おめの具体的な方法をご説明します。お
気軽にお越しください。気軽にお越しください。
①夫婦・家族間問題　②DV（夫婦間の①夫婦・家族間問題　②DV（夫婦間の
暴力）③遺産相続　④金銭貸借・多重暴力）③遺産相続　④金銭貸借・多重
債務　⑤土地の境界問題・ご近所との債務　⑤土地の境界問題・ご近所との
トラブル　⑥交通事故のトラブルなどトラブル　⑥交通事故のトラブルなど
■日時　10月 17日㈯　10時～15時
■場所　小桜館（長井市）
■主催　長井調停協会
■問合先　長井簡易裁判所
　　　　　（☎0238-88-2073）へ

首都圏の大学生が地域活動を行いました首都圏の大学生が地域活動を行いました
　７月30日から８月13日にかけて、首都圏の大学生
を中心に組織されている地域づくりインターンの会に所
属するメンバーが本町を訪れ、主に東部地区を中心に地
区住民との交流や、町内の各種イベントに参加しました。
　また、町内の地域めぐりも行われ、マタギのかたなど
の話をうかがいながら、町の歴史や伝統文化などについ
て理解を深めていました。
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●教育振興室　☎ 87-3440　●生涯学習室　☎ 87-3441 ●総合センター ☎ 62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎ 61－1000　

●子育て支援センター ☎ 090ー9015ー8330　●町民体育館 ☎ 62－5421　●あいべ  ☎ 62－5808　

●町立病院 ☎ 61－1111　●町立病院通所リハビリテーション ☎ 61－1200　●訪問看護ステーション ☎ 61－1002

●ホームページアドレス https://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス　https://www.ogunibyoin.jp

　�　９月の税金等の口座振替は、次のとお
りです。振替日の前日まで、指定の口座
に入金してください。

●９月 28 日㈪　
水道料、下水道料、簡易水道料  
●９月 30 日㈬
固定資産税、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料

介護保険料、住宅使用料、児童福祉使用料

■問合先 
　税務課税政管理室（☎ 62-2403）へ

今月の納税 ２０２６．９

再犯防止電話相談窓口

■相談受付日　火曜日・木曜日
　　　　　　　※祝日・年末年始を除く
■受付時間　10時～12時、13時～15時
■対象者　県内在住の万引きや暴力をして
　　　　　しまう本人、その家族や関係者
■問合先　
　山形県社会福祉事業団再犯防止電話相談
　窓口（☎023-616-5688）へ

＊＊子育子育てて支援センター支援センターからから＊＊

■９月の広場日程　

■対象者　就学前のお子さんとお家のかた
■利用時の注意点　
　体調の悪い場合は、利用できません。
■その他
　お気軽にご参加ください。平日はいつでも子育て相談に応じています。
■問合先　子育て支援センター（☎ 090-9015-8330）へ

　町ホームページにおいて、小国町をおもな就
業先としている求人情報を毎週火曜日に更新し
ています。下記の二次元コードよりご覧くださ
い。
　既に雇用が確定している場合もありますの
で、ご了承ください。求人情報の詳細について
は、ハローワーク長井（☎84-8609）へお問い
合わせください。

◀ホームページはこちらから

曜日・日時 時間 申込

あそびの広場 ９/12㈯
９：00～ 11：30・13：00～ 16：00
場所：健康管理センター

不要

なかよし広場 月～金
９：00～ 11：30・13：00～ 16：00

場所：アスモ内または健康管理センター

子育て
講座

エアロビクス ９/12㈯ 10：00～ 11：30・健康管理センター
要

ハンドメイド ９/17㈭ 10：00～ 11：30・健康管理センター

入札結果情報（令和８年７月 21日～令和 8年８月 20日実施）

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

入札日 工事・事業名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

R8.7.30 令和８年度　町道舘貝少線道路改良工事 貝少地内 R8.10.30 7,530,000 安部工業㈱ 7,300,000

R8.7.30 令和８年度　町道樽口足水中里線河川護岸改良工事 樽口地内 R8.12.4 26,510,000 玉川開発㈱ 26,500,000

R8.7.30
令和８年度　小国町公共下水道事業

小国浄化センター管理棟照明機器ＬＥＤ更新工事
増岡地内 R9.3.23 11,730,000 猪野電気工事㈱ 11,000,000

単位（円）



●小国町役場　代表（総務企画課）☎ 62－2111 ㈹ fax62－5464
●行政管理室　　　　　　　☎ 62－2112
　 　　　　 　　　　　　　☎ 62－2416

　　　☎ 62－2260
●建設管理室　　　　　　　☎ 62－2431

 ☎ 62－2264
●白い森ブランド戦略室　☎87－0821
●町民生活担当/危機管理担当　　　　☎62－2261
●建設技術室　　　　　　☎62－2432

●会計室　　　☎62－2406
●農林振興室　☎62－2408
●税政管理室　☎62－2403
●議会事務局　☎62－2448

●企画財政室/次期総合センター建設推進室

●住民窓口室
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●観光交流推進室

　今月は防災に関する特集をお届
けしました。最近では、町内での

豪雨のほか、８月13日に千葉県においてレベル５の
防災気象情報が発令され、大規模な豪雨災害が発生し
ました。被災されたかたに心からお見舞い申しあげ
るとともに、情報を発信する立場として、タイムリー
な情報提供に努めねばならないと感じました。（舟山）

編集後記

■日　時　９月19日㈯　10：00～ 11：00

■場　所　小国町民総合体育館

■内　容　「リズムで楽しくバランスボール」③

■参加費　500～ 750円

■持ち物　タオル・飲物

■申込締切　９月16日㈬

※バランスボールは無料でお貸しします（先着順）。

■申込・問合先

　　（☎ 62－5808）へ

おぐにスポーツイベント
９月の

特定非営利活動法人

　人口のうごき（令和８年７月 31 日現在）

人口　男・・・3,099 人 （－ ６）
　　　女・・・3,034 人 （－ ４） 
　　　計・・・6,133 人 （－ １０）
世帯数　　　2,817 世帯 （± ０）

（ ７ 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。

おくやみ申し上げます。

佐 藤

佐 藤

梅 津

舟 山

飯 澤

伊 藤

小 池

加 藤

伊 　

足水中里

片 貝

小国小坂町

湯 花

増 岡

足 野 水

岩 井 沢

東 原

兵 庫 舘

健 造

久 榮

國 雄

ヒサノ

榮 子

徹 三

一 夫

ハ ル

修 式

（95）

（88）

（94）
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結婚おめでとうございます。

誕生おめでとうございます。

熱中症に注意しましょう！熱中症に注意しましょう！

　連日、暑い日が続いています。こまめな水分・
塩分補給や適切にエアコンを使うなどして熱中症
対策を心がけましょう。また、町ではクーリング
シェルターを指定しています。暑い時には我慢せ
ず、クーリングシェルターをご利用ください。指
定施設は下記QRコードよりご確認ください。
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やまがたＳＤＧｓ推進月間
(９月19日㈯～10月 18日㈰）

　ＳＤＧｓは、2015年に国連で採択された「持続

可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」

の略称で、「誰一人取り残されることのない」持続

可能でより良い社会を目指す世界共通の目標です。

　山形県では、県全体でＳＤＧｓの達成に向け行

動する「やまがたＳＤＧｓ推進月間」（９月19日

㈯～10月 18日㈰）を設定します。「食べ残しをな

くそう」、「家事や育児を平等に分担しよう」、「マ

イバッグを使おう」など、県ホームページに掲載

している取組み例なども参考に、皆さんも持続可

能でより良い社会に向けて取り組んでみましょう。

◀ホームページはこちらから
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2026.9広報おぐに

ドローンがみた、ドローンがみた、
おぐにの風景おぐにの風景 No.69No.69

　 種沢地区

　種沢地区には、町指定文化財に指定されている薬師如来を祀る「薬師三尊仏（種沢薬師堂）」
があります。『小国の文化財』（小国町誌編集委員会編　1999年）によれば、これらの像は平安
時代末期に造られたとされており、小国においては最古の彫刻ではないかといわれています。
　薬師如来は、心と体の健康を守る存在であるとされています。上空からの写真では、周辺に
広がっている水田や横川、森林といった地区内の風景を垣間見ることができます。こうした自
然環境が地区のかたの健康を守り続けてきたのかもしれません。　
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